
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 27 年 1 月以降の活動状況は次のとおりです。 

 

1. 「改正 155 号通知に関する研修会」を開催 

通知「『ハロン消火剤を用いるハロゲン化物消火設備・機器の使用抑制等について』の一部

改正について」が、平成 26 年 11 月 13 日付けで消防庁より発出されました。この通知は、平

成 13 年 5 月に“155 号通知”で示されたクリティカルユース（必要不可欠な分野における使

用）の趣旨を再周知し、ハロン消火剤の適正な利用の徹底を図ろうとするものです。そこで、

会員及び消防本部職員を対象に、当法人が主催し「改正 155 号通知に関する研修会」を平成

27 年 1 月に開催しました。 

研修会は改正通知の解説が主眼であること 

から、講師には消防庁予防課職員を招聘、加 

えてハロン消火剤の将来展望や海外動向等に 

ついて当法人関係者が講演し、幅の広い内容 

となりました。出席者が利用する交通機関等 

の利便性を考慮して、福岡（1 月 14 日）、大 

阪（1月 21 日）、東京（1 月 28 日）の 3会場 

での開催としたこともあって、出席者は 3 会 

場合わせて 182 名となりました（講師及び事 

務局職員を除く）。その内訳は、当法人の会員 

会社から 102 名、49 の消防本部からその職員 

80 名でした。 

当法人の前身であるハロンバンク推進協議 

会が、平成 6 年 3月に業務を開始して以来、 

こうした大規模な研修会は初の開催となりま 

したが、会員にとって有益な事業であり、消 

防本部職員に対し当法人についての浸透を図 

る良い機会でもあることから、今後もこうし 

た研修会を継続したいと考えております。 
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Ⅰ 消防環境ネットワークの活動状況 

大阪会場 

東京会場 



2. ハロン管理委員会（第 10 回） 

3 月 18 日（水）、東京・イイノカンファレンスセンターにて、第 10 回ハロン管理委員会が

開催され、次のような報告や審議検討が行われました。 

(1)  報告事項 

① データベースの構築状況 

② ハロンガスの供給実績及び回収実績 

③ ガス系消火剤の登録状況（ハロンガスを除く） 

④ ハロン 1301 使用用途別設置量 

⑤ ハロン消火剤の備蓄等在庫量調査報告（平成 25 年度） 

⑥ 放出後処置報告書集計結果（平成 25 年度） 

⑦ 「改正 155 号通知に関する研修会」報告 

⑧ 平成 26 年度の収支状況 

(2)  審議事項 

◍ 平成 27 年度の調査研究事業 

 

 

3. 平成 27 年度 理事会及び通常総会 

5 月 27 日（水）、東京・イイノカンファレンスセンターにて、第 15 回理事会及び第 10 回

通常総会が開催され、次のような議案審議を行いすべて原案どおり承認されました。 

● 理事会（第 15 回） 

第１号議案 平成 26 年度事業報告書の承認の件 

第 2号議案 平成 26 年度活動計算書の承認の件 

第 3号議案 平成 27 年度事業計画書（案）の承認の件 

第 4号議案 平成 27 年度活動予算書（案）の承認の件 

第 5号議案 理事及び監事の補欠選任（予選）の件 

● 通常総会（第 10 回） 

第１号議案 平成 26 年度事業報告書の承認の件 

第 2号議案 平成 26 年度活動計算書の承認の件 

第 3号議案 平成 27 年度事業計画書（案）の承認の件 

第 4号議案 平成 27 年度活動予算書（案）の承認の件 

第 5号議案 理事及び監事の補欠選任の件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 10 回通常総会 通常総会 山越会長の挨拶 

＊ 山田肇理事と脇龍太郎監 

事の辞任にともない、野口誠

一氏が新理事に、深田史朗氏

が新監事に選任されました。



4．ハロン 1301 回収再生設備の登録更新 

次の 1社よりハロン 1301 回収再生設備の登録更新の届け出があり、現地調査を行ってその

内容の確認を実施しました。 

会 社 名 所  在  地 

松山酸素株式会社 愛媛県松山市西垣生町 2877 番地 

 

 

 

 

 

5．ハロン消火剤及びハロンを除くガス系消火剤の登録状況 

平成 26 年度（平成 26 年 4月～平成 27 年 3 月）のハロン供給及び回収実績、ガス系消火剤

の登録状況（ハロンを除く）は、次のとおりです。 

● ハロン供給及び回収実績 

供給ガス 210 件、 約 180.4 ㌧   （前年度 202 件、約 102.5 ㌧） 

回収ガス 727 件、 約 181.9 ㌧   （前年度 1,284 件、約 230.5 ㌧） 

平成 27 年 3 月 31 日現在、ハロン 1301 の登録件数は 45,158 件、消火剤量は約 16,120 ㌧

です。 

● ガス系消火剤の登録状況（ハロンを除く） 

二酸化炭素 243 件、 約 295.4 ㌧ 

（前年度 189 件、約 274.6 ㌧） 

窒素、IG-55、IG-541 366 件、 約 284.6 千㎥ 

（前年度 384 件、約 245.2 千㎥） 

HFC-23、HFC-227ea、FK-5-1-12 153 件、 約 52.2 ㌧ 

（前年度 134 件、約 73.1 ㌧） 

 

 

6．幹事会 

幹事会の開催日及び主な議題は次のとおりです。 

● 開催日 

第 57 回 2 月 18 日、 第 58 回 4 月 22 日、 第 59 回 6 月 17 日 

● 主な議題 

・ 平成 26 年 12 月～平成 27 年 5 月のハロン回収量及び供給量の実績報告 

・ 平成 26 年 12 月～平成 27 年 5 月のガス系消火剤（ハロンを除く）の登録状況報告 

・ 平成 26 年 12 月～平成 27 年 5 月の会計状況報告 

・ 「改正 155 号通知に関する研修会」の開催報告 

・ ハロン技術選択委員会（HTOC）の 2014 年版評価報告書について 

・ データベースに登録されている仮称物件の調査について 

・ ハロン消火剤の備蓄等在庫量調査報告（平成 26 年度） 

・ ハロン消火剤の放出後処置報告書集計結果報告（平成 26 年度） 

 



 

 

平成 27 年度の国際会議の予定は次のとおりです。 

● モントリオール議定書第 36 回締約国公開作業部会（OEWG36） 

     日 程：2015 年（平成 27 年）7月 20 日～24 日 

    開催地：フランス・パリ 

● モントリオール議定書第 27 回締約国会合（MOP27） 

    日 程：2015 年（平成 27 年）11 月 1 日～5日 

    開催地：アラブ首長国連邦・ドバイ 

● ハロン技術選択委員会（HTOC）会議 

    未定 

     

 

  　 　 6主要機関

国連安全保障理事会 国連経済社会理事会 国連信託統治理事会 国連事務局 国際司法裁判所

　

 など 補助機関

弁務官事務所

オゾン層保護のためのウィーン条約  1985年(昭和60年) 3月採択
(ｵｿﾞﾝ層保護を目的とする国際協力のための基本的枠組み）

Montreal Protocol on Substances that Deplete the Ozone Layer
オゾン層を破壊する物質に関するモントリオール議定書  1987年(昭和62年) 9月採択
(ｳｨｰﾝ条約の下、ｵｿﾞﾝ層を破壊する恐れのある物質を特定し、当該物質の生産･消費及び貿易

 を規制して人の健康及び環境を保護）

（政府間決議体）
  決議案等を検討し決議するための

　 ○第１部  Preparatory Segment   総会準備会   政府間決議の場

　 ○第２部  High-level Segment  ハイレベル協議会

（政府間協議体）

  締約国会合に提出される決議案等を検討するための

  政府間協議の場

Technical Options Committees 技術選択委員会 (専門家会議)（６分野）

Halons Technical Options Committee (HTOC：ハロン技術選択委員会)
対象物質：防火用ハロン1301, 1211, 2402 および ハロン代替消火剤

Medical TOC (MTOC)

Chemicals TOC(CTOC)
対象物質：主に溶剤/洗浄剤/原料として使用されるﾌﾛﾝ類（CTC:四塩化炭素）

Methyl Bromide TOC (MBTOC)

 
 

    

環境省 経済産業省 農林水産省
地球環境局 製造産業局 消費･安全局 国際協力局
地球温暖化対策課 化学物質管理課 植物防疫課 地球環境課
ﾌﾛﾝ対策室 検疫対策室

UNICEF

消防環境ネットワーク

Scientific A.P.

環境影響評価委員会
　　　        (TEAP)

   技術経済評価委員会

対象物質：定量噴霧吸入喘息薬の噴射用ｶﾞｽとして使用されるﾌﾛﾝ類（CFC MDI）

Refrigeration, Air Conditioning and Heat Pumps TOC (RTOC)

国連環境計画    1972年(昭和47年)設立 国連難民高等

United Nations (UN)
国際連合（国連）

国連開発計画

ECOSOC UNTC

ハロンおよびハロン代替消火剤に関する技術的･経済的な調査･勧告･評価等を行う。
具体的には、ハロンの現況の把握、ハロン代替消火剤･消火技術の開発状況の把握、ハ
ロン代替技術の検討、締約国からの要求事項（決議）への対応、HTOCの活動結果の定
期的報告（毎年,４年毎）、必要不可欠用途特例生産申請に関する評価･勧告などを行
う。

(SAP)

United Nations Environment Programme (UNEP)

UNSC

科学評価委員会

            　モントリオール議定書締約国会合関連の組織図

UNHCR

(EEAP)

Assessment Panels 評価委員会（３分野）

UNS ICJ

The Meeting of the Parties to the Montreal Protocol (MOP)
モントリオール議定書締約国会合（総会）

Open-Ended Working Group (OEWG）

UNGA
国連総会

予防課

対象物質：土壌燻蒸(消毒)／食物検疫用として使用（Methyl Bromide）

総務省
消防庁

(環境問題に関する諸活動を調整する国連総会補助機関の一つ）

冷　媒

UNDP

臭化メチル

医　療

化　学

モントリオール議定書締約国公開作業部会

 Technology and Economic A.P. Environmental Effects A.P.

ハロン

Flexible and Rigid Foams TOC (FTOC)
対象物質：ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ等の発泡用ｶﾞｽとして使用されるﾌﾛﾝ類

フォーム

締約国
〔世界 197か国･地域

(EU含む) 〕

対象物質：冷凍ｼｽﾃﾑ/ｴｱｺﾝ等の各種冷媒用ｶﾞｽとして使用されるﾌﾛﾝ類

Vienna Convention for the Protection of the Ozone Layer

国連児童基金

ｵｿﾞﾝ層保護等推進室

特定非営利活動法人 

外務省

 海外のハロンバンク

(日本政府団長)  

Ⅱ ニュース・インフォメーション 
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